




彬子女王殿下、御神前に「御花神饌」を奉献



完成した京都学園大学新キャンパス



京都学園大学の新年参拝竣工祭にて玉串奉奠される田辺理事長



略　

歴

〈
氏　
　

名
〉 

田
辺　

親
男
（
た
な
べ　

ち
か
お
）

〈
生
年
月
日
〉 

一
九
四
七
年
四
月
十
九
日　

六
十
七
歳

〈
最
終
学
歴
〉 

一
九
七
二
年 

京
都
府
立
医
科
大
学  

卒
業

 

一
九
七
二
年
〜
七
九
年 

京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院  
在
籍

 

一
九
七
九
年 

医
学
博
士
号  

取
得

〈
現　
　

職
〉 

親
友
会
グ
ル
ー
プ　

会
長

 

（
京
都
）

 
 

医
療
法
人
親
友
会　

島
原
病
院　

理
事
長

 
 

医
療
法
人
知
音
会　

御
池
ク
リ
ニ
ッ
ク　

最
高
顧
問

 
 

株
式
会
社
京
都
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ　

会
長
兼
社
長

 
 

財
団
法
人
薬
師
山
病
院　

理
事
長

 
 

株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
ン
ク　

会
長
兼
社
長

 
 

株
式
会
社
京
都
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ボ　

会
長

 
 

親
友
会
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社　

会
長

 
 

医
療
法
人 

知
音
会　

四
条
烏
丸
ク
リ
ニ
ッ
ク　

最
高
顧
問

 

（
大
阪
）

 
 

医
療
法
人
知
音
会　

中
之
島
ク
リ
ニ
ッ
ク　

最
高
顧
問

 
 

医
療
法
人
あ
け
ぼ
の
会　

理
事
長

 

学
校
法
人
京
都
学
園　

理
事
長

 
 

京
都
が
く
え
ん
幼
稚
園

 
 

京
都
学
園
大
学

 

一
般
社
団
法
人
京
都
経
済
同
友
会　

特
別
幹
事
（
二
〇
一
三
年
四
月
〜
）

〈
そ
の
他
主
な
公
職
〉

 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー

 

　
　
　

シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
（
二
〇
一
三
年
十
一
月
一
日
〜
）

 

京
都
府
立
医
科
大
学　

臨
床
教
授
（
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
〜
）

神酒拝戴の儀

キャンパス前にて行われたテープカット



　

平
成
三
十
九
年
に
斎
行
す
る
千
百
二
十
五
年
半
萬
燈

祭
に
向
け
た
境
内
整
備
事
業
の
一
環
と
す
る
表
参
道
へ

の
松
の
植
樹
が
昨
年
十
二
月
十
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
約

五
十
本
の
松
を
植
樹
し
、
往
時
の
「
北
野
の
松
原
」
の

景
観
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
。

　

今
で
は
梅
の
名
所
と
知
ら
れ
る
当
宮
だ
が
、「
わ
が
棲

ま
ん
と
こ
ろ
は
一
夜
に
し
て
千
本
の
松
の
生
ず
る
と
こ

ろ
」
と
い
う
菅
公
の
ご
神
託
や
一
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
、

す
ぐ
右
側
の
影
向
松
（
よ
う
ご
う
の
ま
つ
）
に
は
、
毎

年
初
雪
の
際
、
御
祭
神
が
降
臨
さ
れ
、
雪
見
の
歌
を
詠

ま
れ
る
と
い
っ
た
伝
説
も
あ
り
、
古
来
か
ら
「
北
野
の

松
原
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
松
の
緑
豊
か
な
所
で
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
絵
図
や
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
写

真
に
も
そ
の
面
影
は
残
っ
て
い
る
が
、
近
年
、
松
食
い

虫
の
被
害
が
年
々
ひ
ど
く
な
り
、
現
在
で
は
松
の
本
数

は
大
幅
に
減
っ
て
い
た
。

　

本
殿
で
の
奉
告
祭
に
引
き
続
き
、
午
後
二
時
か
ら
楼

門
前
に
植
樹
さ
れ
た
最
初
の
松
の
前
で
清
祓
が
行
な
わ

れ
た
が
、
多
数
の
報
道
陣
が
駆
け
つ
け
、
そ
の
模
様
を

カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
た
。 

　

一
願
成
就
の
社
と

し
て
受
験
生
ら
の
信

仰
が
篤
い
牛
舎
は
、

昨
年
秋
、
約
四
十
年

ぶ
り
に
元
の
位
置
で

あ
る
境
内
北
西
隅
に

遷
座
し
た
が
、
そ
の

参
道
両
側
を
彩
る
朱

塗
り
の
鳥
居
が
次
々

奉
納
さ
れ
、
昨
年

十
二
月
二
十
一
日
午

前
十
時
半
か
ら
本
殿

に
お
い
て
奉
納
奉
告
祭
を
斎
行
し
た
。

　

奉
告
祭
に
は
鳥
居
の
奉
納
者
ら
が
参
列
、
祝
詞
奏
上

の
後
、
奉
納
者
が
玉
串
を
奉
奠
し
た
。
祭
典
後
、
奉
納

者
は
牛
舎
に
移
動
し
、
粛
々
と
く
ぐ
り
初
め
を
し
た
。

　

牛
舎
は
、
元
々
、
こ
の
位
置
に
あ
っ
た
が
、
昭
和

四
十
九
年
に
南
西
隅
に
遷
座
、
千
百
二
十
五
年
半
萬
燈

祭
（
平
成
三
十
九
年
斎
行
）
に
向
け
て
の
境
内
整
備
の

一
環
と
し
て
、昨
年
、元
の
場
所
へ
の
再
遷
座
と
な
っ
た
。

　

北
野
天
満
宮
は
、
平
安
京
の
乾
（
北
西
隅
）
の
方
向

に
位
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
都
を
守
る
乾
天
神
と
し

て
呼
ば
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
牛
舎
の
場
所
は
、
さ

ら
に
境
内
の
乾
の
場
所
と
い
う
神
聖
な
地
で
あ
り
、
願

い
ご
と
が
叶
う
一
願
成
就
所
と
し
て
受
験
生
ら
の
篤
い

信
仰
を
集
め
て
い
る
。

　

鳥
居
を
奉
納
さ
れ
た
の
は
次
の
み
な
さ
ん
。

平
澤
勇
亮
、
平
澤
あ
さ
尾
、
木
俣
雄
太
、
大
道
曻
三

郎
、
大
道
智
己
、
北
野
天
満
宮
神
若
会
、
空
間
創
研
、

柴
田
石
材
、
樋
口
造
園
、
建
築
研
究
協
会
、
奥
谷
組
、

橘
重
朗
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

千
百
二
十
五
年
半
萬
燈
祭
に
向
け
た
「
平
成
の
大

改
修
」
の
一
環
と
し
て
、
摂
社
地
主
神
社
の
仮
遷
座

祭
併
せ
て
境
内
西
側
に
鎮
座
す
る
摂
末
社(

文
子
社
・

神
明
社
・
四
社
・
七
社)

の
遷
座
祭
を
三
月
十
五
日

午
後
六
時
よ
り
斎
行
し
た
。

　

一
昨
年
よ
り
進
め
て
い
る
境
内
西
広
場
の
整
備
事

業
で
あ
る
紅
梅
殿
の
移
築
に
伴
い
、
文
子
社
・
神
明

社
・
四
社
・
七
社
は
場
所
を
移
す
と
と
も
に
、
社
の

修
繕
を
施
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
修
繕
が
完
成
し
、

仮
遷
座
を
し

て
い
た
文
子

社
・
神
明
社
・

四
社
・
七
社
の

神
々
を
無
事

に
も
と
の
社

に
遷
座
し
た
。

　

目
も
覚
め

る
よ
う
な
美

し
さ
を
取
り

戻
し
た
四
社

や
七
社
の
連

棟
社
に
は
、
連

日
多
く
の
崇

敬
者
が
参
詣

し
て
い
る
。

植樹祭

丹塗りもあざやかに ... 四社、七社



國
學
院
大
學
名
誉
教
授　
　

小
林 

達
雄

「
日
本
人
と
縄
文
の
心
」

　

古
今
東
西
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
の
盛
衰
が
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
は
、
独
自
の
地
域
を
舞
台
と
す
る
ド
ラ
マ
だ
。
そ

こ
に
生
ま
れ
、
そ
こ
で
育
っ
た
人
々
全
員
が
自
ら
の
役

回
り
を
演
じ
る
の
で
あ
る
が
、
単
な
る
人
間
集
団
だ
け
で

完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
の
地
理
、
気
象
、
植

物
、
動
物
な
ど
の
生
態
系
と
の
関

係
で
あ
り
、
仕
組
み
で
あ
り
、
そ

の
方
法
で
あ
る
。
は
た
ま
た
土
地

柄
、
風
土
、
国
風
（
く
に
ぶ
り
）

と
し
て
個
性
を
発
揮
す
る
。

　

日
本
文
化
の
個
性
は
、
ほ
か
で

も
な
い
、
容
易
に
は
較
べ
る
も

の
と
て
な
い
ほ
ど
の
独
自
性
が
際

立
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
日
本

文
化
の
履
歴
の
冒
頭
に
一
万
年
以

上
続
い
た
縄
文
時
代
の
存
在
が
密

接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　

縄
文
文
化
は
、
永
い
旧
石
器
時

代
と
一
線
を
画
し
た
縄
文
革
命
を

契
機
に
幕
を
上
げ
た
。
そ
れ
ま
で

の
遊
動
的
な
生
活
様
式
か
ら
定
住

的
な
ム
ラ
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
。
そ
の
間
の
事
情
は
、
な
に

よ
り
も
土
器
の
製
作
使
用
の
開
始

が
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
土
器
製

作
は
、
粘
土
の
掘
削
に
始
ま
り
、
素
地
を
拵
え
、
ね
か
し
て
、

成
形
に
着
手
し
、
十
分
に
乾
燥
さ
せ
て
焚
火
で
焼
き
上
げ

る
。
そ
の
燃
料
の
薪
の
用
意
な
ど
も
加
え
て
、
い
か
に
も

手
間
暇
か
け
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
成
就
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
遊
動
生
活
に
お
い
て
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
青
森

県
大
平
山
元
遺
跡
出
土
の
最
古
級
の
土
器
に
附
着
し
た
オ

コ
ゲ
で
計
測
し
た
年
代
は
一
万
五
千
年
前
に
遡
り
、
抜
群

の
古
さ
を
示
し
て
い
る
。
土
器
登
場
の
経
緯
が
最
も
よ
く

辿
れ
る
中
近
東
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
土
器
で
さ
え
、
せ
い
ぜ

い
九
千
年
。
南
ア
メ
リ
カ
、
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
の
貝
塚
で

は
六
千
五
百
年
前
の
古
さ
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
徴
す
れ
ば
、

縄
文
文
化
の
他
に
さ
き
が
け
の
滑
り
出
し
は
い
か
に
も
注

目
に
値
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
縄
文
ム
ラ
の
ソ
ト
に
は
ハ
ラ
が
広
が
っ
て

い
る
。
ハ
ラ
に
は
、
自
然
的
秩
序
が
維
持
さ
れ
、
縄
文
人

の
食
料
庫
で
あ
り
、
必
要
な
道
具
の
材
料
を
提
供
し
て
く

れ
る
資
材
庫
で
あ
っ
た
。

　

ど
の
よ
う
な
食
料
を
利
用
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
全
容

を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
殆
ど
が
酸
性
土
壌
の
中

で
は
、
酸
化
し
た
り
、
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
っ
て
分
解
さ

れ
た
り
し
て
、
そ
の
姿
か
た
ち
を
と
ど
め
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
辛
う
じ
て
炭
化
し
た
り
、
水
気
の
多
い
包
含
層

の
お
か
げ
で
真
空
パ
ッ
ク
の
効
果
が
働
い
て
ご
く
一
部
が

残
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
約
六
十
種
類
の
植

物
性
食
料
の
残
滓
を
数
え
る
が
、
当
然
食
べ
た
と
推
定
さ

れ
る
、
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ
、
ヤ
マ
イ
モ
、
ウ
ド
、
ノ
ビ

ル
な
ど
は
未
発
見
の
ま
ま
で
あ
る
。
白
井
光
太
郎
『
食
用

植
物
』
に
は
、
キ
ノ
コ
類
抜
き
で
四
五
〇
種
類
示
さ
れ
て

い
る
が
、
縄
文
人
の
植
物
食
も
決
し
て
負
け
を
と
る
も
の

で
は
な
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
多
種
多
様
な
利
用
を
特
徴
と

│ 
日
本
文
化
の
中
の
文
化
的
遺
伝
子 

│

百
年
か
け
て
平
安
京
に
誕
生
し
た
天
神
信
仰

シ
リ
ー
ズ
「
天
神
と
日
本
の
こ
こ
ろ
」
第
二
回



し
、
こ
の
こ
と
は
貝
塚
出
土
の
魚
貝
類
や
動
物
遺
存
体
に

お
い
て
も
共
通
し
て
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
多

種
多
様
な
食
料
資
源
の
開
発
、
利
用
を
筆
者
小
林
は
「
縄

文
姿
勢
方
針
」
と
呼
ん
で
重
視
す
る
。

　

食
い
意
地
が
強
く
て
、
手
当
た
り
次
第
に
口
に
入
れ
て

い
た
効
果
が
も
た
ら
す
当
然
の
帰
結
と
み
る
よ
う
で
は
真

髄
を
見
逃
す
。
ま
ず
は
、
可
食
物
を
特
定
し
、
毒
物
や
食

毒
不
明
な
種
類
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
「
名
づ
け
」
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
名

前
に
よ
っ
て
記
憶
を
確
か
な
も
の
と
し
、
万
人
共
有
の
知

識
と
な
る
の
だ
。
こ
こ
に
言
語
、
こ
と
ば
の
基
本
的
な
機

能
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
名
の
生
育
場
所
、
旬
の
季
節
や

調
理
法
に
ま
で
知
識
が
広
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
ム
ラ
を
取
り
巻
く
ハ
ラ
は
、
植
物
が
繁
茂
し
、

動
物
が
生
育
す
る
空
間
と
し
て
忽
ち
縄
文
人
が
操
る
名
前

で
充
満
し
、
そ
れ
ら
の
名
前
が
構
成
す
る
縄
文
人
の
論
理

が
働
く
空
間
へ
と
止
揚
す
る
。

　

ハ
ラ
に
お
け
る
縄
文
論
理
空
間
を
構
成
す
る
諸
々
は
、

一
方
的
に
名
づ
け
ら
れ
た
受
動
的
、
静
的
存
在
で
は
決
し

て
な
く
、
み
な
も
の
言
う
草
木
で
あ
り
精
霊
を
宿
し
て
活

発
に
動
き
回
っ
て
縄
文
人
と
関
係
を
結
ぶ
。
梅
原
猛（『
人

類
哲
学
序
説
』）
は
、
そ
こ
に
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」

を
観
る
。
世
界
各
地
の
自
然
民
族
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
通
ず

る
。
そ
し
て
、
日
本
の
八
百
万
の
神
の
世
界
、
神
道
的
心

に
重
な
っ
て
く
る
。

　

一
万
年
を
は
る
か
に
超
え
た
縄
文
論
理
空
間
に
お
け
る

自
然
と
の
共
存
共
生
の
歴
史
的
経
験
は
独
自
の
縄
文
文
化

の
主
体
住
性
確
立
に
大
い
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
大

陸
側
に
は
絶
え
て
み
る
こ
と
が
な
い
。
大
陸
に
お
い
て

は
縄
文
革
命
と
並
ん
で
、
新
石
器
革
命=

農
業
革
命
に

よ
っ
て
定
住
的
な
ム
ラ
を
営
む
段
階
へ
と
発
展
す
る
の
で

あ
る
が
、
ム
ラ
の
ソ
ト
に
は
肝
要
の
ハ
ラ
が
な
い
。
む
し

ろ
ハ
ラ
を
否
定
す
る
ば
か
り
か
、
目
の
敵
に
し
て
、
征

服
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
開
墾
し
、
ノ
ラ
に
転
換
す
る

作
戦
を
展
開
す
る
。
だ
か
ら
縄
文
人
が
ハ
ラ
と
共
存
共
生

し
た
一
万
年
以
上
の
体
験
と
は
全
く
無
縁
の
ま
ま
に
、
そ

れ
と
は
対
照
に
自
然
を
征
服
す
る
道
を
一
途
に
突
き
進
み
、

次
々
と
そ
の
周
辺
地
域
に
影
響
を
広
げ
、
歴
史
を
先
導
し

た
の
で
あ
る
。
日
本
列
島
の
縄
文
文
化
は
、
そ
の
世
界
的

な
潮
流
の
勢
い
に
乗
る
こ
と
な
く
、
自
然
と
の
共
存
共
生

の
道
を
歩
み
続
け
た
。
そ
れ
が
、
同
時
代
の
大
勢
に
与
す

る
こ
と
な
く
縄
文
文
化
が
独
自
路
線
に
終
始
し
た
結
果
に

つ
な
が
っ
た
。
こ
の
間
、
縄
文
の
力
が
培
わ
れ
、
生
物
学

的
な
遺
伝
子
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
は
別
に
、
い
く
つ
か
の
文
化
的
遺

伝
子
が
生
み
出
さ
れ
、
縄
文
文
化
に
刷
り
込
ま
れ
た
の
で

あ
る
。

　

文
化
的
遺
伝
子
と
は
、
こ
と
ば
で
あ
る
。
文
化
が
こ
と

ば
を
生
み
、
こ
と
ば
が
文
化
、
縄
文
論
理
空
間
を
作
り
出

す
相
互
作
用
を
通
じ
て
、
現
代
日
本
文
化
に
至
る
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
縄
文
文
化
の
独
自
性
は
、
個
性
豊
か

な
縄
文
語
の
生
成
を
促
し
、
そ
の
往
還
を
繰
り
返
し
な
が

ら
現
代
の
日
本
文
化
と
現
代
日
本
語
の
際
立
っ
た
特
殊
性

を
導
い
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

世
界
各
地
に
は
六
千
以
上
の
言
語
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
性
、
独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
と
り

わ
け
日
本
語
に
は
い
く
つ
も
の
顕
著
な
特
性
が
あ
る
。
そ

の
一
つ
が
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
音
語
、
擬
声
語
、
擬
態
語
）

の
豊
富
な
発
達
で
、
決
し
て
他
の
追
随
を
許
す
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
は
、
他
言
語
が
経
験
し
な
か
っ
た
日
本
語
独

自
の
歴
史
を
も
つ
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
自

然
と
の
一
万
年
以
上
も
の
共
存
共
生
だ
。
縄
文
人
が
、
縄

文
日
本
語
に
よ
る
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
と

ど
ま
ら
ず
、
縄
文
人
を
と
り
ま
く
、
草
木
み
な
も
の
言
う

森
羅
万
象
と
の
関
係
に
お
い
て
も
言
語
活
動
を
意
識
し
て

き
た
成
果
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
自
然
と
の
共
存
共
生

か
ら
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
、
自
然
と
の
共
感
共
鳴
と

も
い
う
べ
き
関
係
な
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
現
代
の
俳
句

の
こ
こ
ろ
に
ま
で
通
じ
て
い
る
か
に
見
え
る
。

（
次
号
に
続
く
）



参加者全員と記念撮影

ワークショップの様子真剣な表情の子供たち



　

平
成
二
十
七
年
、
未
年
の
新
年
を
迎
え
た
。
京
都
市
内
で
六
十
一
年
ぶ
り
の

大
雪
を
記
録
す
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
が
、「
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
」「
学
力
が
向
上
し
ま
す
よ
う
に
」「
志
望
校
へ
合
格
し
ま
す
よ
う
に
」̶

な
ど
な
ど
、様
々
な
願
い
を
込
め
て
神
前
に
祈
る
初
詣
参
拝
者
で
連
日
賑
わ
っ
た
。

　

京
都
市
内
の
雪
は
、
元
日
の
午
後
と
、
二
日
夜
か
ら
降
り
、
三
日
未
明
の
積

雪
は
二
十
一
セ
ン
チ
と
な
り
、
一
時
社
殿
が
す
っ
ぽ
り
と
雪
に
覆
わ
れ
る
事
態

と
な
っ
た
。
京
都
地
方
気
象
台
に
よ
る
と
、
京
都
市
内
で
二
十
セ
ン
チ
以
上
の

積
雪
は
六
十
一
年
ぶ
り
の
記
録
と
い
う
。

　

激
し
い
降
雪
の
時
は
、
さ
す
が
に
参
拝
者
の
数
は
鈍
っ
た
も
の
の
、
雪
が
や

む
と
参
道
は
人
の
波
が
続
き
、
い
つ
も
な
が
ら
の
初
詣
風
景
と
な
っ
た
。

　

新
春
を
迎
え
る
神
事
は
、
十
二
月
三
十
一
日
午
後
四
時
か
ら
の
本
殿
前
で
の

年
越
し
の
大
祓
で
始
ま
っ
た
。
約
四
百
人
の
参
拝
者
が
参
列
し
、
神
職
と
と
も

に
大
祓
詞
を
奉
唱
し
、
こ
の
一
年
間
に
身
に
つ
い
た
罪
や
穢
れ
を
祓
っ
た
。
同

七
時
か
ら
は
本
殿
に
お
い
て
除
夜
祭
を
斎
行
、
一
年
間
の
無
事
に
感
謝
し
、
新

年
が
よ
り
よ
い
年
で
あ
る
よ
う
に
祈
願
し
た
。

　

同
七
時
半
か
ら
摂
社
火
之
御
子
社
神
前
に
お
い
て
鑚

火
祭
を
斎
行
、
古
式
に
よ
り
浄
火
を
鑽
り
出
し
た
。
同

十
時
か
ら
は
、
浄
火
を
篝
火
に
移
し
、
初
詣
参
拝
者
へ

の
火
縄
授
与
が
行
わ
れ
た
。
参
拝
者
へ
の
授
与
は
例
年

梅
風
講
社
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
年
は
翔

鸞
消
防
分
団
員
四
十
人
も
奉
仕
に
加
わ
っ
た
。

　

新
年
最
初
の
神
事
歳
旦
祭
は
、
元
日
午
前
七
時
か
ら

宮
司
以
下
神
職
に
よ
っ
て
本
殿
で
厳
か
に
斎
行
さ
れ
、

世
界
平
和
・
国
家
隆
盛
・
皇
室
と
氏
子
崇
敬
者
の
弥
栄

を
祈
願
し
た
。

　

本
殿
前
の
中
庭
は
、
連
日
、
神
前
に
祈
り
を
さ
さ
げ

る
初
詣
参
拝
者
で
身
動
き
が
取
れ
な
い
ほ
ど
の
混
雑
と

な
っ
た
。
授
与
所
は
、
勧
学
の
お
守
り
や
お
札
・
絵
馬

な
ど
を
授
か
る
人
の
行
列
が
で
き
、
牛
舎
や
絵
馬
掛
け

所
で
は
絵
馬
に
志
望
校
を
書
き
、
祈
願
す
る
若
者
ら
で

ご
っ
た
返
し
た
。

雪の降る中、初詣参拝者でにぎわう御本殿前

火縄授与の奉仕をする翔鸞消防分団員

雪に覆われた三光門

雪化粧の境内



　

新
春
恒
例
の
「
そ
ろ
ば
ん
は
じ
き

初
め
」
が
一
月
五
日
午
前
十
時
か
ら

絵
馬
所
で
小
学
生
ら
お
よ
そ
四
百
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

　

全
員
が
本
殿
に
昇
殿
参
拝
し
、
そ

ろ
ば
ん
の
腕
の
上
達
を
祈
願
し
た
後
、

絵
馬
所
に
移
動
し
て
長
さ
五
・
五
メ
ー

ト
ル
、
四
百
桁
も
あ
る
超
大
型
の
ジ
ャ

ン
ボ
そ
ろ
ば
ん
な
ど
を
使
っ
て
は
じ

き
初
め
を
し
た
。

　

楼
門
の
内
側
左
右
に
今
年
も
西
陣
つ
く
り
も
の
人
形
「
糸
人

形
」
が
元
旦
か
ら
五
日
ま
で
展
示
さ
れ
た
。

　

昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
に
想
を
得
た
「
黒
田
官
兵
衛

と
光
」
が
テ
ー
マ
。
向
か
っ
て
右
側
は
官
兵
衛
と
そ
の
妻
光
の

仲
睦
ま
じ
い
姿
を
、
ま
た
左
側
に
は
馬
上
凛
々
し
い
官
兵
の
姿

を
帯
地
や
絹
糸
な
ど

を
使
っ
た
糸
人
形
と

し
て
創
出
し
た
。
西

陣
織
工
業
組
合
の
依

頼
で
毛
利
ゆ
き
子
西

陣
和
装
学
院
学
長
の

監
督
・
指
導
の
下
、

毛
利
氏
と
有
志
に
よ

る
制
作
。

　

池
坊
京
都
支
部
（
中
路

喜
久
子
支
部
長
）
に
よ
る

新
春
奉
納
献
華
展
が
元
旦

か
ら
一
月
二
日
ま
で
神
楽

殿
で
開
催
さ
れ
た
。

　

恒
例
の
献
華
展
で
、
立

花
・
生
花
・
自
由
花
の
形

で
生
け
ら
れ
た
六
点
の
新

春
の
香
漂
う
作
品
に
、
初

詣
参
拝
者
が
次
々
立
ち
止

ま
り
、
見
入
っ
て
い
た
。

　

昨
年
の
初
天
神
で
約
六
十
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
招
福
の
梅

の
枝
「
思
い
の
ま
ま
」
の
授
与
が
、今
年
は
元
旦
か
ら
始
ま
り
、

初
詣
参
拝
者
の
人
気
を
呼
ん
だ
。

　
「
思
い
の
ま
ま
」
は
、
神
域
に
あ
る
約
五
十
種
・
約
千
五
百

本
の
梅
を
開
花
前
に
剪
定
し
た
枝
に
、
菅
公
を
偲
ぶ
梅
花
祭

で
神
前
に
供
え
る
特
殊
神
饌
の
調
製
に
用
い
る
厄
除
け
玄
米

の
入
っ
た
ひ
ょ
う
た
ん
を
取
り
つ
け
、
厄
除
け
・
諸
願
成
就

な
ど
の
願
い
を
込
め
て
い
る
。

　

か
ね
て
か
ら
「
剪
定
さ
れ
た
御
神
木
の
梅
の
枝
を
授
与

し
て
ほ
し
い
」
と
の
崇
敬
者
か
ら
の
声
が
高
く
、
千
五
十

年
大
萬
燈
祭
（
昭
和

二
十
七
年
）
の
年
の

初
天
神
に
授
与
し
た

記
録
が
見
つ
か
っ
た

こ
と
か
ら
昨
年
の
初

天
神
で
約
六
十
年
ぶ

り
に
復
活
さ
せ
た
。

結
果
は
一
時
間
足
ら

ず
で
予
定
数
が
出
払

う
と
い
う
人
気
と
な

り
、「
来
年
は
も
っ
と

早
く
か
ら
授
与
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
声

を
う
け
、
今
年
は
元

旦
か
ら
の
授
与
に
踏

み
切
っ
た
。

　

恒
例
の
新
春
奉
納
狂
言

が
一
月
三
日
午
後
一
時
か

ら
神
楽
殿
で
行
わ
れ
た
。

　

猿
楽
会
と
茂
山
良
暢
氏

に
よ
る
も
の
で
「
末
広
か

り
」「
清
水
」「
棒
縛
」「
福

之
神
」
な
ど
六
番
が
奉
納

さ
れ
た
。
時
折
小
雪
の
舞

う
寒
さ
だ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
多
く
の
初
詣
参
拝

者
が
見
入
っ
て
い
た
。



入
選
者
は
次
の
み
な
さ
ん
。

【
神
前
の
部
】

▽
天
満
宮
賞　
岡
本
和
眞
（
柊
野
保
育
園
年
少
）、亀
井
都
愛
（
楽
只
小
一
年
）、

森
田
裕
生
（
田
原
本
東
小
二
年
）、中
瀬
蒼
彩
（
桂
坂
小
三
年
）、山
畠
祐
希
（
養

父
市
立
伊
佐
小
四
年
）、
藤
井
姫
流
（
大
宮
小
五
年
）、
上
田
璃
梨
香
（
鷹
峯
小

六
年
）、中
西
な
つ
み(

京
都
産
大
附
属
中
一
年)

、須
堯
歩
美
（
二
条
中
二
年
）、

宮
崎
佐
知
子
（
京
都
教
育
大
附
属
京
都
小
中
学
校
三
年
）

▽
京
都
新
聞
特
別
賞　
千
葉
政
宗
（
早
稲
田
実
業
学
校
六
年
）

▽
京
都
新
聞
賞　
伊
藤
玲
（
浜
松
市
立
北
小
一
年
）、
別
府
さ
や
か
（
千
里
神

殿
小
二
年
）、
増
川
颯
風
（
常
盤
野
小
三
年
）、
亀
井
心
寧
（
楽
只
小
四
年
）、

古
島
寧
々
（
御
所
南
小
五
年
）、井
上
京
香
（
大
成
中
一
年
）、川
元
ひ
な
の
（
東

輝
中
二
年
）

▽
鳩
居
堂
賞　
尾
西
桃
汰
（
洛
北
幼
稚
園
年
長
）、
東
慶
史
郎
（
大
阪
教
育
大

附
属
池
田
小
一
年
）、
西
村
凌
（
桂
徳
小
二
年
）、
松
木
捺
葉
（
桂
川
小
三
年
）、

小
嶌
里
奈
（
上
賀
茂
小
四
年
）、
尾
西
風
音
（
元
町
小
五
年
）、
桒
名
悠
喜
（
深

谷
小
六
年
）、
小
野
紬
（
城
南
中
一
年
）

▽
金
賞　
山
田
愛
也
（
谷
口
書
道
教
室
・
中
一
年
）
始
め
百
四
十
四
人

▽
銀
賞　
滝
本
百
花
（
横
浜
市
立
山
内
中
一
年
）
始
め
二
百
三
十
三
人

【
家
庭
の
部
】

▽
天
満
宮
賞　
大
槻
夏
葉
（
大
徳
寺
保
育
園
年
長
）、
古
島
利
一
（
御
所
南
小

一
年
）、山
中
柚
葉
（
亀
岡
市
立
安
詳
小
二
年
）、安
田
伊
志
（
一
燈
園
小
三
年
）、

亀
井
心
寧
（
楽
只
小
四
年
）、
西
村
日
向
（
京
田
辺
市
立
普
賢
寺
小
五
年
）、
三

好
百
々
花
（
亀
岡
市
立
つ
つ
じ
ヶ
丘
小
六
年
）、
段
本
ま
な
み
（
亀
岡
市
立
南

桑
中
一
年
）、岩
見
知
紗
（
洛
南
中
二
年
）、美
馬
光
（
南
丹
市
立
八
木
中
三
年
）

▽
京
都
新
聞
賞　
濱
之
上
央
（
京
都
教
育
大
附
属
小
一
年
）、
合
志
知
優
（
京

都
教
育
大
附
属
京
都
小
中
学
校
二
年
）、塩
田
友
紀（
百
々
小
三
年
）、服
部
潤（
白

川
書
道
塾
四
年
）、杉
江
悠
吾
（
京
都
子
ど
も
文
化
会
館
五
年
）、石
原
早
樹
（
祥

栄
小
六
年
）、
荒
木
涼
花
（
伏
見
中
一
年
）

▽
鳩
居
堂
賞　
川
﨑
拓
海
（
大
徳
寺
保
育
園
年
長
）、
余
田
結
衣
奈
（
門
真
市

立
門
真
み
ら
い
小
二
年
）、芦
原
英
太（
亀
岡
市
立
詳
徳
小
三
年
）、船
越
望
乃（
大

久
保
小
四
年
）、
佐
々
木
陽
平
（
上
賀
茂
小
五
年
）、
土
井
田
将
和
（
音
羽
小
六

年
）、
増
田
善
也
（
旭
丘
中
二
年
）

▽
金
賞　
松
村
洋
都
志
（
上
賀
茂
小
一
年
）
始
め
百
九
十
六
人

▽
銀
賞　
岡
部
な
な
（
阪
本
教
室
・
小
一
年
）
始
め
三
百
十
七
人

　〈
審
査
員
の
講
評
〉

　
大
雪
の
中
で
も
こ
れ
だ
け
多
く
の
子
供
た
ち
が
「
天
満
書
」
を
奉
納
し
た
と

い
う
気
持
ち
が
う
れ
し
い
。
今
や
こ
の
催
し
が
完
全
に
京
都
の
新
年
の
風
物
詩

と
し
て
根
付
い
て
い
る
か
ら
だ
思
う
。
神
前
で
書
い
て
奉
納
し
た
作
品
は
、
一

年
を
こ
う
い
う
年
で
あ
り
た
い
と
い
う
願
い
が
感
じ
ら
れ
た
。
選
ぶ
方
と
し
て

は
全
員
を
入
選
作
に
し
た
い
ぐ
ら
い
だ
が
、
審
査
と
な
る
と
基
本
に
忠
実
に
名

前
ま
で
き
ち
ん
と
書
い
て
い
る
作
品
を
選
ぶ
こ
と
に
な
る
。
小
学
校
高
学
年
の

作
品
が
一
番
充
実
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
家
庭
の
部
の
作
品
も
結
構
心
を

込
め
て
書
い
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

　
た
く
さ
ん
の
作
品
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
一
枚
一
枚
に
書
き
手
の
気
持
ち

が
籠
っ
て
お
り
、
新
年
に
当
た
っ
て
天
満
宮
に
奉
納
す
る
の
だ
と
い
う
意
気
込

み
が
感
じ
ら
れ
、
一
般
の
書
道
展
に
は
な
い
も
の
が
あ
る
。

　

神
前
書
き
初
め
「
天
満
書
」
が
一
月
二
日
か
ら
四
日
ま

で
絵
馬
所
で
行
わ
れ
、
寒
さ
の
中
、
書
の
上
達
を
願
う
初

詣
の
幼
稚
園
児
・
小
中
学
生
ら
が
力
強
い
筆
さ
ば
き
で
書

き
初
め
を
し
、
作
品
を
奉
納
し
た
。

　

古
く
よ
り
当
宮
の
神
前
書
き
初
め
を
「
天
満
書
」
と
呼

ん
で
お
り
、
今
で
は
正
月
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

三
日
間
で
千
三
百
六
十
点
（
幼
児
八
十
九
点
、
小
学
生

五
百
九
十
六
点
、
中

学
生
二
百
三
十
七
点
、

高
校
生
八
十
三
点
、

一
般
三
百
五
十
五

点
）
の
作
品
が
奉
納

さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
期
間
中
、

家
庭
で
書
か
れ
た
作

品
一
六
〇
一
点
（
幼

児
二
百
十
九
点
、
小

学
生
九
百
六
十
三
点
、

中
学
生
二
百
三
十
三

点
、
高
校
生
七
十
点
、

一
般
百
十
六
点
）
も

奉
納
さ
れ
た
。

　

優
れ
た
書
家
で
も
あ
っ
た

御
祭
神
菅
原
道
真
公
を
し
の

び
一
月
二
日
午
前
九
時
か

ら
本
殿
で
筆
始
祭
を
斎
行
し
、

書
に
親
し
む
人
た
ち
の
技
術

の
向
上
を
祈
願
す
る
と
と
も

に
こ
の
日
か
ら
「
天
満
書
」

を
始
め
る
こ
と
を
奉
告
し
た
。

　

奉
納
さ
れ
た
全
作
品
の
展
示
が
一
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
本
殿
前
西
廻
廊
と
絵
馬
所
で
あ
り
、
書
家
の
山
本
悠

雲
・
岡
本
藍
石
・
竹
内

勢
雲
・
日
比
野
実
の
四

氏
と
橘
宮
司
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。「
正
月
」

「
ひ
つ
じ
」「
合
格
」

「
躍
進
」「
万
歳
」
な
ど
、

子
供
た
ち
が
願
い
を

込
め
て
書
い
た
作
品

を
審
査
員
が
一
点
一

点
入
念
に
審
査
し
、
神

前
の
部
四
百
五
点
、
家

庭
の
部
五
百
四
十
点
、

計
九
百
四
十
五
点
の

入
選
作
を
決
め
た
。

　

入
選
者
の
授
賞
式
は
、
天
満
宮
賞
な
ど
特
別
賞
に
輝
い
た
子

供
と
そ
の
家
族
が
参
列
し
一
月
三
十
一
日
午
後
三
時
か
ら
本
殿

で
行
わ
れ
た
。

　

授
賞
式
に
先
立
っ
て
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
、
参
列
し
た
子
供

の
代
表
が
玉
串
を
捧
げ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
全
員
が
拝
礼
、
書

道
の
上
達
を
祈
願
し
た
。

　

こ
の
後
、
授
賞
式
に
移

り
、
橘
宮
司
が
「
み
な
さ

ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
励
み

に
天
神
さ
ま
の
加
護
を
受

け
、
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
、

一
層
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
。
一
人
ず
つ
賞
状

と
記
念
品
を
手
渡
し
た
。



　

初
天
神
の
一
月
二
十
五
日
、

穏
や
か
な
好
天
と
な
り
、
終

日
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

表
参
道
沿
い
に
は
多
く
の

露
店
が
並
び
、
朝
か
ら
夕
刻

ま
で
参
拝
の
人
波
は
途
絶
え

る
こ
と
な
く
続
い
た
。
す
で
に

受
験
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
て
お

り
、
本
殿
前
の
中
庭
は
、
祈

り
を
捧
げ
る
人
の
行
列
が
で

き
た
。
ま
た
、
牛
舎
周
辺
も

受
験
生
ら
で
混
み
合
い
、
傍

ら
の
絵
馬
掛
け
所
は
、
志
望

校
を
書
い
て
掛
け
、
手
を
合

わ
す
人
で
終
日
混
雑
し
た
。

　

節
分
の
二
月
三
日
、
午
前
十
時
か
ら
本
殿
で
節
分
祭
を
斎
行
す
る
と
と

も
に
午
後
一
時
か
ら
神
楽
殿
に
お
い
て
北
野
追
儺
（
つ
い
な
）
狂
言
・
日

本
舞
踊
の
奉
納
が
あ
り
、
最
後
は
盛
大
に
豆
ま
き
を
行
っ
て
向
こ
う
一
年

間
の
災
厄
を
祓
っ
た
。

　

京
都
で
は
節
分
ゆ
か
り
の
四
社
寺
を
参
詣
す
る
習
わ
し
が
「
四
方
詣
り
」

と
し
て
今
も
残
っ
て
お
り
、
当
宮
は
、
そ
の
最
後
を
担
う
重
要
な
社
と
し

て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　

北
野
追
儺
狂
言
は
、
茂
山
千
五
郎
社
中
に
よ
る
奉
納
で
、
摂
社
福
部
社

の
御
祭
神
福
の
神
が
都
を
荒
ら
す
鬼
を
追
い
払
う
筋
書
き
。「
鬼
は
外
！
」

の
掛
け
声
で
、
福
の
神
に
豆
を
ま
か
れ
、
鬼
が
退
散
す
る
と
参
拝
者
か
ら

拍
手
が
わ
い
て
い
た
。

　

引
き
続
き
上
七
軒
歌
舞
会
の
芸
舞
妓
に
よ
る
日
本
舞
踊
の
奉
納
が
あ
り
、

最
後
は
出
演
の
狂
言
師
や
芸
舞
妓
が
「
福
は
内
！
」
と
、
威
勢
良
く
福
豆

袋
を
ま
い
た
。

　

梅
苑
が
二
月
七
日
か
ら
開
苑
し
た
。
今
年
の
一
番
梅
の
開
花

は
十
二
月
十
八
日
の
早
咲
き
種
の
紅
梅
で
、
厳
冬
の
影
響
に

よ
っ
て
過
去
十
年
間
で
は
も
っ
と
も
遅
い
開
花
日
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
は
順
調
に
咲
き
出
し
、
開
苑
し
た
梅
苑
や
境

内
は
梅
の
香
が
漂
っ
た
。

　
「
梅
花
祭
野
点
大
茶
湯
」
で
お
点
前

の
奉
仕
を
し
た
上
七
軒
歌
舞
会
の
芸

舞
妓
さ
ん
ら
が
祭
に
つ
い
て
一
句
つ

く
り
、
献
句
し
た
。
橘
宮
司
が
審
査
し
、

天
・
地
・
人
・
佳
作
を
選
ん
だ
。



　

こ
よ
な
く
梅
を
愛
さ
れ
た
御
祭
神
菅
原
道
真
公
の
祥
月
命
日
に
当
た
る
梅
花
祭
が
二
月
二
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
本

殿
で
厳
か
に
斎
行
さ
れ
、
御
遺
徳
を
偲
ん
だ
。

　

神
前
に
は
、
当
宮
神
人
の
末
裔
で
組
織
さ
れ
る
七
保
会
の
会
員
が
調
製
し
た
大
小
の
台
に
蒸
し
た
米
を
盛
っ
た
「
大

飯
（
お
お
ば
ん
）」「
小
飯
（
こ
ば
ん
）」
の
「
梅
花
の
御
供
」
や
紅
白
の
梅
の
小
枝
を
挿
し
た
「
紙
立
（
こ
う
だ
て
）」

の
二
種
の
特
殊
神
饌
を
奉
饌
し
て
斎
行
さ
れ
た
。

　

神
職
は
、菜
種
が
宥
（
な
だ
）
め
る
に
通
じ
る
と
す
る
慣
例
に
よ
っ
て
冠
に
菜
の
花
を
つ
け
て
祭
典
の
奉
仕
に
当
た
り
、

今
年
も
皇
后
陛
下
の
御
代
拝
と
し
て
宮
内
庁
京
都
事
務
所
長
が
参
向
さ
れ
、
御
拝
礼
さ
れ
た
。

　

五
十
種
・
約
千
五
百
本
の
梅
は
全
体
と
し
て
は
五
分
咲
き
だ
っ
た
が
早
咲
き
種
は
満
開
。

　

三
光
門
前
西
広
場
で
は
秀
吉
公
の
「
北
野
大
茶
湯
」
に
ち
な
む
恒
例
の
「
梅
花
祭
野
点
大
茶
湯
」、
が
行
わ
れ
、
梅

の
香
が
ほ
の
か
に
漂
う
中
、
上
七
軒
歌
舞
会
の
芸
舞
妓
さ
ん
の
お
点
前
で
優
雅
に
一
服
を
楽
し
む
参
拝
者
の
長
い
行
列

が
で
き
た
。

　

こ
の
日
の
京
都
は
、
平
年
よ
り
三
度
以
上
高
い
最
高
気
温
十
三
・
八
度
の
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
と
な
り
、
早
朝
か
ら
夕
刻

ま
で
参
拝
者
で
大
賑
わ
い
と
な
り
、
本
殿
前
や
露
店
の
並
ぶ
表
参
道
は
、
終
日
混
雑
、
二
月
七
日
に
開
苑
し
た
梅
苑
も

賑
っ
た
。

　

崇
敬
者
組
織
、
梅
風
講
社
（
小
石

原
満
講
社
長
）
の
祭
典
で
あ
る
梅
風

祭
が
三
月
二
十
五
日
午
後
三
時
半
か

ら
本
殿
で
斎
行
さ
れ
た
。

　

祭
典
に
は
約
五
十
人
が
参
列
し
、

白
衣
・
緋
袴
姿
の
八
乙
女
が
優
雅
に

鈴
舞
を
奉
納
し
た
。
こ
の
後
、
関
係

者
が
玉
串
を
捧
げ
て
梅
風
講
社
の

益
々
の
隆
盛
と
講
社
員
の
無
病
息
災

を
祈
願
し
た
。

　

鈴
舞
を
奉
納
し
た
八
乙
女
は
次
の

み
な
さ
ん
。

後
藤
初
寧
、
成
田
悠
香
、
青
山
璃
南
、

青
山
愛
実
、
泉　

珠
以
、
田
村
み
そ
の
、
北
村
柊
奈
、
田
子
夢
乃



　

本
殿
前
の
紅
梅
は
飛
梅
伝
説
伝
承
の
御
神
木
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
む
ず
か
し
い
と
さ
れ
て
き
た
組

織
培
養
に
よ
る
苗
木
の
増
殖
に
成
功
し
、
三
月
四
日
、
研

究
に
携
わ
っ
て
き
た
住
友
林
業
と
当
宮
に
よ
る
共
同
記
者

会
見
が
社
務
所
大
広
間
で
催
さ
れ
た
。
近
年
、
梅
の
ウ
イ

ル
ス
病
が
蔓
延
、各
地
で
大
量
伐
採
被
害
が
出
て
お
り
、「
御

神
木
の
梅
」
を
ど
う
守
る
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
組
織
培
養
に
よ
る
苗
木
増
殖
に
成
功
し
た
こ
と
で
、

そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
永
久

に
守
り
継
が
れ
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。

　

梅
の
寿
命
は
、
一
般

的
に
は
百
年
か
ら
二
百

年
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

本
殿
前
の
「
御
神
木
の

梅
」
は
、
麻
耶
系
の
紅

梅
で
幹
回
り
な
ど
か
ら

樹
齢
三
百
年
以
上
と
推

定
さ
れ
る
古
木
中
の
古

木
。
古
く
よ
り
植
物
の

増
殖
に
は
接
ぎ
木
、
挿

し
木
の
技
術
が
行
わ
れ

て
き
て
お
り
、
今
回
の

調
査
に
よ
る
と
、
御
神

木
に
接
ぎ
木
が
施
さ
れ

た
形
跡
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
さ
ら
に
年
数
・

時
代
が
遡
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
今
後
の
調
査

が
期
待
さ
れ
る
。

　

当
宮
所
蔵
『
宮
仕

日
記
』
の
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）
十
一
月

二
十
五
日
の
条
に
「
庭

樹齢300年を超える御神木の飛梅「紅和魂梅（べにわこんばい）」

住友林業筑波研究所による梅の苗木の組織培養研究



上
（
本
殿
前
）

の
梅
の
木
は
、

い
わ
ゆ
る
飛
梅

の
種
に
間
違
い

な
い
が
、
こ
の

梅
の
前
に
飛
梅

木
と
記
し
た
石

碑
を
建
て
る
か

ど
う
か
」
と

い
っ
た
内
容
の

京
都
西
町
奉
行

所
と
の
や
り
取

り
の
様
子
が
書

か
れ
て
お
り
、

も
う
そ
の
こ
ろ

か
ら
「
飛
梅
伝

説
」
伝
承
の
御

神
木
と
し
て
特
別
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

境
内
に
は
五
十
種
・
約
千
五
百
本
の
梅
の
木
が
あ
り
、

市
内
で
も
有
数
の
梅
の
名
所
。
近
年
、
ウ
メ
や
バ
ラ
な
ど

バ
ラ
科
植
物
に
広
く
感
染
す
る
「
プ
ラ
ム
・
ポ
ッ
ク
ス
・

ウ
イ
ル
ス
」（
Ｐ
Ｐ
Ｖ
）
が
世
界
各
地
で
発
生
、
六
年
前
に

は
東
京
都
の
梅
林
で
約
千
七
百
本
が
伐
採
さ
れ
る
な
ど
平

成
二
十
六
年
五
月
現
在
、
感
染
は
十
都
府
県
・
三
十
八
市

町
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

幸
い
京
都
府
内
で
の
Ｐ
Ｐ
Ｖ
感
染
に
つ
い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
当
宮
で
は
感
染

を
防
ご
う
と
毎
年
、
消
毒
と
栄
養
補
給
に
力
を
注
ぎ
、
ウ

イ
ル
ス
拡
散
の
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
駆

除
に
力
を
注
い
で
き
た
。
と
く
に
「
御
神
木
の
梅
」
は
、

古
木
で
あ
り
、
い
わ
ば
菅
公
の
御
心
が
宿
っ
て
い
る
信
仰

の
木
だ
け
に
、
何
と
し
て
も
そ
の
種
を
後
世
に
守
り
継
い

で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
か
ら
六
年
前
、
様
々
な

樹
木
の
組
織
培
養
・
苗
生
産
技
術
の
成
功
実
績
を
持
つ
住

友
林
業
へ
技
術
協
力

を
要
請
し
て
い
た
。

　

挿
し
木
・
接
ぎ
木

に
よ
る
苗
木
の
育
成

は
比
較
的
容
易
に
出

来
る
が
、
木
の
若

返
り
が
望
め
な
い
と

こ
ろ
か
ら
、
組
織
培

養
に
よ
る
増
殖
を
選

択
し
た
。
実
梅
の
組

織
培
養
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
成
功
例
は

あ
る
も
の
の
花
梅
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
世
界
で
報
告
例
は
な
い
と
い
う
。

　
「
御
神
木
の
梅
」
の
組
織
培
養
に
当
た
っ
た
住
友
林
業
筑

波
研
究
所
の
研
究
員
は
「
梅
の
芽
を
使
っ
て
組
織
培
養
し

た
。
梅
は
桜
と
異
な
り
極
め
て
繊
細
な
植
物
で
、
適
し
た

培
養
液
を
作
る
の
が
む
ず
か
し
く
何
回
も
失
敗
し
た
。
昨

年
一
月
に
天
満
宮
か
ら
い
た
だ
い
た
芽
を
使
っ
て
行
っ
た

培
養
で
や
っ
と
成
功
し
た
」
と
苦
労
を
話
さ
れ
て
い
た
。

　

組
織
培
養
に

よ
っ
て
育
て
た
苗

木
は
現
在
、
高
さ

十
五
セ
ン
チ
ほ
ど

の
六
本
。
こ
れ
が

五
十
セ
ン
チ
程
度

の
安
心
で
き
る
苗

木
に
育
つ
に
は
三

年
程
度
が
必
要
で
、

ま
ず
菅
公
が
お
住

ま
い
さ
れ
て
い
た

場
所
を
模
し
た
紅

梅
殿
の
庭
な
ど
に

植
樹
す
る
計
画
を

立
て
て
い
る
。
さ
ら
に
飛
梅
伝
説
は
全
国
に
あ
る
も
の
の
、

当
宮
は
天
神
信
仰
発
祥
の
天
満
宮
と
し
て
、
こ
の
菅
公
の

御
心
が
宿
っ
た
「
御
神
木
の
梅
」
の
苗
木
を
増
や
し
、
必

要
と
さ
れ
る
全
国
の
社
に
贈
っ
て
、〝
平
成
の
飛
梅
伝
説
〞

を
つ
く
る
夢
も
持
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
、
地
主
神
社
前
の
紅
梅
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の

結
果
、
本
殿
前
の
「
御
神
木
の
梅
」
と
同
じ
種
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
の
記
者
会
見
に
は
、
二
十
一
社
の
新
聞
・

テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
陣
が
駆
け
つ
け
、
発
表
に
聞
き
入
っ
た
。

　

花
鎮
祭
を
斎
行
し
、
ウ
イ
ル
ス
終
息
を
祈
願

　

記
者
会
見
に
先
立
っ
て
、
こ
の
日
午
前
十
一
時
か
ら
本

殿
で
花
鎮
祭
（
は
な
し
じ
め
の
ま
つ
り
）
を
斎
行
し
、
プ

ラ
ム
・
ポ
ッ
ク
ス
・
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
す
る
こ
と
を
祈
願

し
た
。

　
「
紅べ
に
わ
こ
ん
ば
い

和
魂
梅
」
と
命
名 

　
　
　
　

橘
宮
司 

「
御
神
木
の
梅
」
に

　

組
織
培
養
が
成
功
し

た
こ
と
に
ち
な
み
橘
宮

司
は
、
飛
梅
伝
説
の
伝

承
の
木
で
あ
る
本
殿
前

の
「
御
神
木
の
梅
」
に

「
紅
和
魂
梅
（
べ
に
わ

こ
ん
ば
い
）」
と
命
名

し
た
。
学
問
の
神
と
し

て
崇
敬
さ
れ
る
菅
公
の

「
和
魂
漢
才
」
の
精
神

を
末
永
く
伝
え
ら
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
の
命
名

と
な
っ
た
。

菅公の御心宿る御神木の苗木

境内梅の安全無事とウイルスの終息を祈願



　

東
日
本
大
震
災
の
「
悲
し
み
」
を
生
死
を
超
え
た
ア
ニ
マ(

霊
性)

に
繋
げ
よ
う―

と
、
京
都

大
学
「
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
」
は
、三
月
七
日
か
ら
十
四
日
ま
で
当
宮
社
務
所
な
ど
で
「
悲

と
ア
ニ
マ
」
展
を
開
催
し
た
。
と
く
に
大
震
災
か
ら
四
年
目
に
当
た
る
十
一
日
夜
に
は
駐
車
場
内

に
巨
大
な
移
動
舞
台
車
を
配
置
し
、
犠
牲
者
の
鎮
魂
を
祈
願
す
る
能
舞
な
ど
を
奉
納
し
た
。

　

主
催
者
側
が
当
宮
を
こ
の
催
し
の
会
場
に
選
ん
だ
理
由
は
、
北
野
の
地
に
は
古
く
か
ら
雷
神
信

仰
な
ど
の
自
然
信
仰
が
あ
り
、
そ
の
上
に
人
神
と
し
て
の
菅
公
へ
の
鎮
魂
と
顕
彰
の
信
仰
が
加

わ
っ
た
も
の
し
、「
悲
し
み
」
を
、
生
き
る
力
に
転
換
さ
せ
る
力
が
備
わ
っ
て
い
る
、
か
ら
と
い
う
。

　
「
鎮
魂
能
舞
」
は
、
現
代
美
術
作
家
、
や
な
ぎ
み
わ
さ
ん
が
制
作
し
た
移
動
舞
台
車
上
で
、
淡

路
人
形
座
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃
、
電
気
紙
芝
居
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
中
、

神
道
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
肩
書
を
持
つ
鎌
田
東
二
「
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
」

教
授
が
ほ
ら
が
い
や
横
笛
・
ギ
タ
ー
な
ど
の
楽
器
を
駆
使
し
「
護
り
た
ま
え
、
鎮
め
た
ま
え
」
と
、

祈
り
の
詞
を
奉
じ
る
中
、観
世
流
能
楽
師
の
河
村
博
重
氏
が
、こ
の
催
し
の
た
め
に
作
ら
れ
た
「
天

神
」
を
舞
い
、
観
衆
を
幽
玄
の
世
界
に
誘
っ
た
。

　

終
演
後
、
鎌
田
教
授
は
「
本
日
は
大
変
寒
い
中
で
の
鎮
魂
の
思
い
を
込
め
て
の
奉
納
と
な
っ
た
。

四
年
前
の
三
月
十
一
日
は
、
東
北
の
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
が
亡
く
な
ら
れ

た
。
こ
の
悲
し
み
を
私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
挨
拶
し
た
。

　

こ
の
日
、
御
土
居
内
の
茶
室
梅
交
軒
で
は
、
被
災
地
に
二
千
点
以
上
の
陶
器
を
寄
贈
し
た
造
形

美
術
家
の
近
藤
髙
弘
氏
が
「
命
の
ウ
ツ
ワ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
っ
て
制
作
し
た
茶
碗
を
使
っ

て
の
「
鎮
魂
茶
会
」
が
、
被
災
地

へ
の
服
喪
と
再
生
を
祈
念
し
て

行
わ
れ
た
。

　

社
務
所
な
ど
で
七
日
か
ら

十
四
日
ま
で
行
わ
れ
た
美
術
展

は
、
被
災
地
の
復
興
し
て
い
く

過
程
を
石
と
木
で
表
現
し
た
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ギ
ル
氏
の
作
品

や
松
生
歩
さ
ん
の
絵
画
な
ど
約

三
十
点
が
展
示
さ
れ
、
連
日
、
参

拝
者
の
鑑
賞
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

能舞「天神」で熱演する鎌田東二氏と観世流能楽師河村博重氏

美術作家・演出家やなぎみわ氏製造の移動舞台車「花鳥紅（かちょうこう）」

大勢の来場者が訪れた「悲とアニマ」展

美術家近藤髙弘氏による鎮魂茶会



御本殿にて「四條かぶき」奉納

十富茶室外観

感謝状贈呈

玉串拝礼



　御祭神菅原道真公の冤罪が晴れた日に
当たる４月20日、その喜びを神前に奉
告する祭典。

　「雷除大祭」の愛称で親しまれる摂社
火之御子社例祭。６月１日早暁午前４時
から斎行。

　中学生を中心とする修学旅行中の昇殿
参拝。５月上旬から下旬にかけて一番の
ピークを迎える。

　酒造組合や酒造会社の代表らが参列
し、神前に新酒を供え、よい酒ができ
たことに感謝するとともに酒造りの安
全と業界の繁栄、関係者の息災を祈願
する祭典。

 　「文子さん」「文子祭」と呼ばれ
て親しまれている末社文子天満宮
の例祭。
　４月16日（木）から19日（日）
まで４日間にわたり斎行する。

4月16日～19日

6月1日



　正月の縁起物「大福梅」となる
梅の実の摘み取りを６月中旬から
約一週間がかりで行う。

　夏越の大祓を６月30日午後４時から本
殿前中庭にて斎行する。

　６月25日は御祭神菅原道真公の誕生日に当たり御誕
辰祭を斎行。楼門では恒例の「大茅の輪くぐり」を行う。

［４月］
４月 １日 午前 10 時 月首祭
 ３日 午前 ９ 時半 神武天皇陵遥拝式
     天皇皇后両陛下帛琉共和国
     　御渡航行幸啓安泰祈願祭
 12日 午前 10 時 賣茶本流献茶祭
     　煎茶賣茶本流家元 渡邊琢宗宗匠奉仕
 15日 午前10時 月次祭
     天皇皇后両陛下帛琉共和国
     　御渡航還幸啓奉告祭
 16日 午前10時 摂社 地主社例祭
  午後 ２ 時 末社 文子天満宮神幸祭
 19日 午後 ４ 時 末社 文子天満宮還幸祭
 20日 午前 10 時 明祭（中祭式）
 25日 午前 ９ 時 月次祭
  午後 ４ 時 夕神饌
 29日 午前 10 時 昭和祭
［５月］
５月 １日 午前 10 時 月首祭
 ５日 午前 10 時 児童成育祈願祭
 13日 午前 11 時 献酒祭
 15日 午前 10 時 月次祭
 25日 午前 ９ 時 月次祭
  午後 ４ 時 夕神饌
［６月］
６月 １日 午前 ４ 時 摂社 火之御子社例祭（雷除大祭）
  午前 ９ 時 月首祭
 ７日 午前 10 時 二條流献茶祭
     　煎茶道二條流家元二條雅荘宗匠奉仕
 ９日 午前 10 時 宮渡祭（中祭式）
 10日 午前 10 時 青柏祭
 15日 午前 10 時 月次祭
 17日 午前 10 時 末社　竃社例祭
 25日 午前 ９ 時 御誕辰祭（中祭式）
  午後 ４ 時 夕神饌
 30日 午後 ４ 時 夏越の大祓式・茅の輪神事

［４月］
４月 １ 日 献茶祭保存会 大塚　宗香 （明月舎）
 ５ 日 梅交会 村岸　宗紫 （松向軒）
 15 日 献茶祭保存会 木村　宗光 （明月舎）
   松向軒保存会 森田　宗圓 （松向軒）
 26 日 紫芳会 鬼塚　宗節 （松向軒）
［５月］
５月 １ 日 献茶祭保存会 分林　宗由 （明月舎）
 10 日 梅交会 田中　宗恵 （松向軒）
 15 日 献茶祭保存会 前田　宗音 （明月舎）
   松向軒保存会 秦　　宗周 （松向軒）
 24 日 紫芳会 新居　万太 （松向軒）
［６月］
６月 １ 日 献茶祭保存会 不審菴社中 （明月舎）
 14 日 梅交会 横田　宗重 （松向軒）
 15 日 献茶祭保存会 北風　宗照 （明月舎）
   松向軒保存会 仙水会 （松向軒）
 28 日 紫芳会 植中　宗佳 （松向軒）
［７月］
７月 １ 日 献茶祭保存会 多門　宗粒 （明月舎）
 12 日 梅交会 合同茶会 （松向軒）
 15 日 献茶祭保存会 速水滌源居 （明月舎）
   松向軒保存会 山本　宗朝 （松向軒）
 26 日 紫芳会 今村　宗幸 （松向軒）

　柏の葉に御飯を包み、
神前に供え季節の変わ
り目の神事として無病
息災を祈願する。

　御祭神・菅原道真公が北野の地に鎮座さ
れた日に当たる６月９日に祭典を執行する。



「任大納言拝賀」の段

道
真
公
、
一
時
に
十
首
、
二
時
に
二
十
首
の
詩

を
詠
む
。
つ
い
で
大
納
言
に
就
任
す
る
。

│
「
一
時
十
首
詩
作
」・「
任
大
納
言
拝
賀
」の
段

　

寛
平
七
年
（
八
九
五
）
三
月
二
十
二
日
（
後
述
の
『
菅
家

文
草
』
に
よ
れ
ば
、
三
月
二
十
六
日
）
の
こ
と
、
ま
だ
東
宮

（
皇
太
子
）
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
「
延
喜
の
御
門
（
醍
醐
天

皇
）」
か
ら
令
旨
（
皇
太
子
な
ど
の
命
を
伝
え
る
文
書
）
が
下

り
、
大
唐
国
に
は
一
日
に
百
首
の
詩
を
作
る
者
が
い
る
と
聞

く
が
、
才
智
並
ぶ
者
も
い
な
い
道
真
の
こ
と
、
一い

っ
と
き時

（
約
二

時
間
）
の
う
ち
に
十
首
の
詩
を
作
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
の
仰

せ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
場
で
十
の
題
目
を
給
っ
た
道

真
公
は
、「
酉
の
刻
か
ら
戌
の
時
（
午
後
六
時
〜
八
時
）」
に

か
け
て
十
首
を
詠
作
し
て
東
宮
に
献
じ
た
。
そ
の
翌
年
に
は

重
ね
て
令
旨
が
下
り
、
二
時
の
う
ち
に
二
十
首
の
詩
を
作
っ

て
献
じ
た
の
で
、「
昔
も
今
も
斯
か
る
不
思
議
な
し
」
と
大

評
判
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
い
ず
れ
も
公
の
詩
文
集
『
菅
家

文
草
』
巻
五
に
基
づ
く
も
の
で
、
前
者
は
「（
寛
平
）
七
年

暮
春
二
十
六
日
」
云
々
の
説
明
の
も
と
、「
送
春
」「
落
花
」

「
夜
雨
」
以
下
の
十
首
を
掲
げ
る
。
詞
書
で
は
、
冒
頭
の
「
送

春
」を
引
用
し
て
お
り
、こ
れ
は
藤
原
公
任
撰『
和
漢
朗
詠
集
』

な
ど
に
も
採
録
さ
れ
た
詩
で
あ
る
。
後
者
は
、「
去
春
十
首
」

に
続
い
て
「
東
宮
寓
直
（
宿
直
）
の
次つ

い
で

に
」
も
の
さ
れ
た
と

い
い
、「
風
中
琴
」
以
下
十
七
首
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
公

に
よ
れ
ば
三
首
は
後
に
失
わ
れ
た
と
い
う
）。
ち
な
み
に
道

真
公
は
、
時
に
左
大
弁
・
侍
従
で
、
春と

う
ぐ
う
の
す
け

宮
亮
を
兼
任
し
て
い
た
。

　

さ
て
、
本
絵
巻
第
二
巻
第
三
段
に
あ
た
る
詞
書
は
、
以
上

の
内
容
に
続
い
て

又
、
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
六
月
に
ぞ
、
中
納
言
よ
り

大
納
言
に
上
り
て
、
や
が
て
其
の
日
、
大
将
に
宣
旨
下

り
し
か
ば
、
三
度
ま
で
御
辞
退
あ
り
し
か
ど
許
さ
れ
ず

し
て
、
其
の
年
の
十
月
に
、
延
喜
の
御
門
位
に
即
か
せ

給
ひ
て
、
万
機
を
摂
録
（
籙
）
し
て
、

と
記
し
（
厳
密
に
は
、
権
大
納
言
兼
右
近
衛
大
将
に
就
任
。

同
日
に
、
や
が
て
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
藤
原
時
平
は
大
納
言
兼

左
近
衛
大
将
と
な
っ
た
。
な
お
醍
醐
天
皇
の
即
位
は
七
月
が

正
し
い
）、
そ
の
直
後
に
計
七
紙
に
わ
た
る
長
い
画
面
を
は

さ
ん
で
、
第
四
段
の
詞
書
冒
頭
の

昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
二
月
に
ぞ
、
右
大
臣
に
上
が
ら

せ
給
ひ
け
り

に
続
い
て
い
る
。

　

画
面
は
、
ま
ず
右
端
に
基
壇
を
設
け
た
朱
塗
り
白
壁
の
壮

麗
な
宮
門
（
屋
根
に
は
鳩
が
た
む
ろ
す
る
）
を
、
白
張
や
狩

衣
姿
の
人
物
が
く
ぐ
っ
て
い
く
様
子
を
描
く
。
し
ば
し
ば
、

宮
城
の
正
門
で
あ
る
朱
雀
門
と
説
明
さ
れ
る
が
、
道
真
公
在

世
時
の
同
門
の
結
構
（
七
間
五
戸
）
の
正
確
な
再
現
で
は
な

い
。
一
方
、
左
端
に
は
、
軒
先
に
釣
灯
籠
が
下
げ
ら
れ
た
宮



「家集奏覧」の段

殿
が
あ
り
（
や
は
り
屋
根
に
は
鳩
の
姿
が
見
え
る
）、
そ
の

間
の
広
々
と
し
た
空
間
に
十
名
ほ
ど
の
行
列
が
描
か
れ
て
い

る
。
中
央
に
は
、
黒
の
袍
、
白
袴
を
は
き
、
後
方
に
長
々
と

裾き
ょ

を
引
い
て
い
る
束
帯
姿
の
道
真
公
。
先
頭
に
は
、
先
駆
を

つ
と
め
る
二
人
の
公
卿
、
そ
し
て
道
真
公
の
前
後
に
は
、
細ほ

そ

纓え
い

に
緌

お
い
か
けの

冠
を
か
ぶ
り
、
青
色
の
袍
を
着
し
た
随ず

い

身じ
ん

（
身
辺

警
護
に
あ
た
る
武
官
）
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
る
。

　

こ
の
画
面
は
、
一
応
、
任
大
納
言
の
拝
賀
（
新
任
の
謝
意

を
告
げ
る
拝
礼
の
儀
）
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

前
述
の
、
詩
作
の
た
め
に
東
宮
の
お
召
し
に
応
じ
る
道
真
の

姿
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
う
け
ら
れ
る
。

道
真
公
、
右
大
臣
に
就
任
す
る
。
つ
い
で
祖
父

以
来
三
代
の
家
集
を
天
覧
に
供
す
る
。

　

│
「
任
右
大
臣
」・「
家
集
奏
覧
」
の
段

　

こ
の
段
の
詞
書
は
、
先
に
引
用
し
た
右
大
臣
就
任
の
記
事

に
続
い
て

昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
）
八
月
か
と
よ
、
祖
父
三
位
（
＝

清
公
）
の
家
の
集
、
菅
相
公
（
＝
父
是
善
）
の
家
の
集
、

我
が
文
草
二
十
巻
、
漏
ら
さ
ず
天
覧
に
備
へ
給
ひ
し
に
、

叡
感
の
余
り
に
、
詩
を
ぞ
作
ら
せ
給
ひ
け
る
。

と
記
し
、
そ
の
後
に
、
醍
醐
天
皇
の
御
製
の
詩
を
掲
げ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
道
真
公
は
、
右
大
臣
就
任
の
翌
年
八
月
に
、

祖
父
以
来
三
代
に
わ
た
る
家
集
（
い
わ
ゆ
る
『
菅
家
集
』
六

巻
、『
菅
相
公
集
』
十
巻
、『
菅
家
文
草
』
十
二
巻
）
を
奏
覧

し
た
と
こ
ろ
、
天
皇
は
感
動
の
あ
ま
り
詩
を
詠
ま
れ
た
と
い

う
。
そ
の
詩
の
結
句
に
は
（
書
き
下
し
て
引
用
）

更
に
菅
家
の
白
様
に
勝
れ
る
こ
と
有
り

茲
れ
よ
り
抛な

げ
う

ち
劫す

て
て
匣は

こ

の
塵
こ
そ
深
か
ら
め

と
あ
り
、
道
真
の
詩
は
、
か
の
唐
代
の
詩
人
白
楽
天
に
も
勝

る
も
の
が
あ
り
、
今
後
は
白
楽
天
の
詩
巻
は
書
箱
の
中
に
し

ま
い
こ
ん
で
取
り
出
さ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
ま
で
述
べ

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

画
面
は
、
宮
殿
の
階
下
に
随
身
二
人
と
狩
衣
姿
の
人
物
、

ま
た
階
上
の
簀
子
に
二
人
の
公
卿
が
描
か
れ
る
が
、
道
真
は

す
で
に
建
物
の
中
に
い
る
よ
う
で
あ
る
。
建
物
は
前
段
左
端

と
同
構
図
で
あ
る
が
、
釣
灯
籠
は
無
く
、
基
壇
の
文
様
も
相

違
し
、
さ
ら
に
は
屋
根
に
鳩
の
姿
も
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

な
お
以
上
を
も
っ
て
、
本
縁
起
の
第
二
巻
が
終
わ
る
。



●
京
都
平
安
・
京
都
橘
・
京
都
北
・
京
都
洛
北

　
　

・
京
都
洛
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

〜
合
同
新
春
例
会
で
天
神
太
鼓
披
露

　

京
都
平
安
・
京

都
橘
・
京
都
北
・

京
都
洛
北
・
京
都

洛
央
の
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
に
よ
る

新
春
合
同
例
会
が

一
月
十
五
日
、
か

ら
す
ま
京
都
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
、

北
野
天
神
太
鼓
会

が
和
太
鼓
を
披
露
し
た
。
お
よ
そ
百
名
の
会
員
が

参
加
す
る
中
、
京
都
平
安
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
幹

事
の
梶
谷
誠
氏
の
紹
介
に
よ
り
、「
祝
い
太
鼓
」
や

「
翔
龍
」「
一
心
」
と
い
っ
た
天
神
太
鼓
の
代
表
曲

を
演
奏
し
、
新
春
例
会
を
盛
り
上
げ
た
。

神
若
会
だ
よ
り

献
茶
祭
保
存
会
だ
よ
り

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
第
八
十
五
団
だ
よ
り

●
平
成
二
十
七
年 

役
員
会
並
び
に
初
寄
り

　

一
月
七
日
午
前
十
一
時
か
ら
明
月
舎
で
、
献
茶

祭
保
存
会
役
員
並
び
に
平
成
二
十
七
年
明
月
舎
月

釜
奉
仕
者
に
よ
る
献
茶
祭
保
存
会
初
寄
り
が
催
さ

れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
午
前
十
時
半
か
ら
は
社

務
所
に
て
役
員
会
を
開
催
し
、
来
年
度
予
算
案
に

関
す
る
件
等
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

初
寄
り
で
は
、
宮
司
挨
拶
に
続
き
月
釜
奉
仕
者

に
対
し
委
託
書
を
交
付
、
各
月
釜
の
ご
奉
仕
を
お

願
い
申
し
上
げ
た
。

●
伊
勢
の
神
宮
参
拝

　

一
月
十
八
日
、
ビ
ー
バ
ー
隊
・
カ
ブ
隊
・
ボ
ー

イ
隊
合
同
に
よ
る
、
恒
例
の
神
宮
参
拝
を
行
っ
た
。

当
日
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
ま

ず
は
外
宮
、
そ

し
て
内
宮
を
参

拝
。
お
か
げ
横

丁
で
は
お
土
産

探
し
や
伊
勢
名

物
な
ど
を
食
べ

な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し

た
。



三
月 

七
日 （
土
）  

髙
田 

卓
志
・
咲
枝 

ご
夫
妻

三
月 

七
日 （
土
）   

吉
田 

卓
爾
・
響
子 

ご
夫
妻

三
月 

八
日 （
日
）   

木
戸 

勇
策
・
優
希 

ご
夫
妻

三
月 

八
日 （
日
）   

河
野 

浩
人
・
優
希 

ご
夫
妻

三
月 

十
四
日 （
土
）   

土
井 

健
司
・
志
穂 

ご
夫
妻

三
月 

十
四
日 （
土
）   

河
尻 

純
平
・
康
子 

ご
夫
妻

三
月 

十
五
日 （
日
）   

田
邊 

淳
平
・
麻
奈
未 

ご
夫
妻

三
月 

二
十
一
日 （
土
）   

古
結 

敦
士
・
英
利
香 

ご
夫
妻

三
月 

二
十
一
日 （
土
）   

小
関 

雅
明
・
雅
子 

ご
夫
妻

三
月 

二
十
二
日 （
日
）   

和
田 

崇
・
真
輝 

ご
夫
妻

三
月 

二
十
八
日 （
土
）   

井
田 

陽
介
・
梓 

ご
夫
妻

三
月 

二
十
九
日 （
日
）   

西
出 

俊
・
佳
菜 

ご
夫
妻

三
月 

二
十
九
日 （
日
）   

廣
岡 

大
裕
・
恵 

ご
夫
妻

三
月 

三
十
一
日 （
火
）   

山
本 

展
之
・
陽
子 

ご
夫
妻

一
月 

九
日 （
金
） 

京
都
学
園
大
学

一
月 

十
八
日 （
日
） 

野
上
八
幡
宮       

二
月 

二
日 （
月
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
）          

二
月 

五
日 （
木
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
（
京
都
）

二
月 

八
日 （
日
） 

尾
上
八
幡
宮
氏
子
総
代
会

二
月 

十
五
日 （
日
） 

滝
谷
山
不
動
院

二
月 

十
七
日 （
火
） 

京
都
シ
ニ
ア
大
学 

史
跡
探
訪
部

二
月 

二
十
七
日 （
金
） 

山
神
社
総
代
会

二
月 

二
十
八
日 （
土
） 

北
野
天
満
宮
神
若
会

三
月 

一
日 （
日
） 

池
浦
天
満
宮

 
  

心
游
舎

三
月 

四
日 （
水
） 

城
陽
市
寺
田
西
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

三
月 

五
日 （
木
） 

白
山
比
咩
神
社
・
吉
田
天
満
宮

 
  

全
国
天
満
宮
梅
風
会
理
事
会

三
月 

七
日 （
土
） 

三
井
住
友
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
カ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
会
員

三
月 

八
日 （
日
） 

Ｊ
Ｒ
東
海
プ
レ
ミ
ア
ム
会
員

三
月 

十
日 （
火
） 

群
馬
県
神
社
庁
吾
妻
支
部

三
月 

十
五
日 （
日
） 

菅
原
神
社

三
月 

十
七
日 （
火
） 

日
本
税
理
士
会
連
合
会

三
月 

二
十
二
日 （
日
） 

京
都
連
歌
の
会

三
月 

二
十
三
日 （
月
） 

全
国
天
満
宮
梅
風
会
京
都
府
支
部
役
員
会

三
月 

二
十
五
日 （
水
） 

金
光
教
神
戸
灘
教
会
長 

三
宅 

修



濱
崎
加
奈
子
選

●
献
詠
奉
納
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
北
野
天
満
宮
献
詠
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
評
】
一
年
で
も
っ
と
も
気
ぜ
わ
し
い
時
。
同
時
に
、
一
年
と
い
う
時
間
を
振
り
返

る
時
。
さ
ら
に
そ
の
巡
る
時
の
中
で
、
自
身
の
生
き
方
そ
の
も
の
を
問
う
時
で
も
あ

る
。
小
さ
な
単
位
の
時
間
と
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
の
時
間
と
。
そ
の
ど
ち
ら
も
が
複

層
的
に
交
わ
る
歳
末
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
時
へ
の
思
い
を
廻
ら
せ
る
。

【
評
】
子
供
の
頃
に
読
ん
だ
本
を
大
人
に
な
っ
て
読
む
。
過
去
の
人
々
の
思
い
を
行

間
に
読
む
。
文
字
離
れ
と
言
わ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
も
、本
の
役
割
は
失
わ
れ
な
い
。

【
評
】
桃
の
節
句
の
歌
が
み
ら
れ
た
。
毎
年
同
じ
季
に
飾
ら
れ
る
雛
人
形
に
は
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
つ
ま
っ
て
い
る
。
最
近
は
古
典
的
な
顔
立
ち
の
人
形
が
少
な
い
と
聞
く
。
和

歌
と
同
様
、
古
来
の
日
本
の
美
意
識
を
大
切
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
う
。

【
評
】
身
体
部
位
の
中
で
も
、
心
の
状
態
や
体
の
変
化
が
色
と
し
て
お
も
て
に
あ
ら

わ
れ
る
と
こ
ろ
。
そ
の
色
を
詠
ん
だ
歌
。「
梅
の
花
紅
の
色
に
も
似
た
る
か
な
阿
呼

が
ほ
ほ
に
つ
け
た
く
ぞ
あ
る
」
道
真
公
五
歳
の
時
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。



　

当
宮
所
蔵
の
天
神
像
二
幅
が
、
昨
年
度
京
都
府
文
化

財
に
新
た
に
指
定
さ
れ
た
。
一
つ
は
今
回
紹
介
す
る
当

宮
で
道
真
公
の
御
影
と
し
て
最
も
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る

「
根
本
御
影
」（
写
真
１
）
で
あ
る
。

　

天
神
像
に
は
、
大
き
く
分
け
て
束
帯
天
神
像
、
綱
敷

天
神
像
、
渡
唐
天
神
像
の
三
種
が
あ
る
が
、
本
像
は
束

帯
天
神
像
で
、
絹
本
着
色
、
大
き
さ
は
、
縦
八
四
・
三

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
四
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。

　

作
者
は
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
似
絵
の
画
家
で
あ
る
藤

原
信
実
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
少
し
さ
が
る
南
北
朝

か
ら
室
町
時
代
の
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
高
麗
縁

の
上
畳
に
座
し
、
笏
を
持
ち
、
鋭
い
ま
な
ざ
し
を
彼
方

に
向
け
る
、
迫
力
と
威
厳
に
満
ち
た
像
で
あ
る
。

　

着
用
す
る
装
束
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
強
装
束
（
こ

わ
し
ょ
う
ぞ
く
）
で
は
な
く
、平
安
時
代
の
萎
装
束
（
な

え
し
ょ
う
ぞ
く
）
で
、
古
様
を
伝
え
て
お
り
、
天
神

信
仰
の
貴
重
な
遺
例
で
あ
り
、
神
影
の
優
れ
た
作
例

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

髻
（
も
と
ど
り
）
を
収
め
る
巾
子
（
と
じ
）
の
あ

る
冠
を
戴
く
。
冠
に
附
属
す
る
二
条
の
纓
は
背
後
が

透
け
て
み
え
、
割
菱
文
を
散
ら
し
て
い
る
（
写
真
２
）。

黒
の
袍
、
霰
文
の
白
袴
を
着
す
。

　

注
意
し
て
見
た
い
の
が
、
写
真
３
に
示
し
た
平
緒

の
模
様
で
あ
る
。
平
緒
は
、
束
帯
の
と
き
胴
に
巻
き

結
び
余
り
を
前
に
垂
ら
す
幅
広
の
平
打
ち
の
組
緒
の

こ
と
で
、
儀
仗
の
太
刀
の
佩
緒
（
は
き
お
）
と
し
て

使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
位
階
や
官
職
に
よ
り
唐

組
・
新
羅
組
な
ど
の
別
が
あ
り
、
色
は
紫
・
紺
・
櫨
（
は

じ
）
な
ど
が
用
い
ら

れ
る
が
、
こ
の
尊
像

の
平
緒
は
、
装
飾
豊

に
描
か
れ
、
な
か
で

も
青
色
で
賦
彩
し
た

最
も
内
側
に
は
道
真

公
ゆ
か
り
の
白
梅
樹

が
描
か
れ
て
い
る
。

　

画
面
の
上
端
左
側

に
は
墨
線
で
色
紙
形

を
示
し
、
そ
の
右
側
を
赤
で
、
左
側
を
白
で
塗
り
、
そ

こ
に
道
真
公
が
流
地
の
太
宰
府
で
、
天
皇
か
ら
清
涼

殿
で
衣
を
下
賜
さ
れ
た
の
を
偲
ん
で
詠
ん
だ
七
言
絶
句

「
九
月
十
日
」、「
去
年
今
夜
侍
清
涼
／
秋
憶
詩
篇
独
断

腸
／
恩
賜
御
衣
今
有
此
／
捧
将
毎
日
拝
余
香
」
を
二
行

ず
つ
書
い
て
い
る
。
な
お
、
通
常
引
か
れ
る
「
九
月
十

日
」
の
句
で
は
、「
秋
憶
」
は
「
秋
思
」、
ま
た
「
捧
将
」

は
「
捧
持
」
で
あ
る
。

京
都
府
文
化
財
新
指
定　

根
本
御
影




